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大流星群を件ふテムベル彗星18661

　　　　　　　　　　　　山　　本　　一　　清

　毎年十一月中旬に有名なし獅子座流星群「を起させるテムペル彗星が，33

年ぶりで近日鮎にやって撮る日が近づいたので，英國のクロムメリン老は

大英天文協定（B．A．A，）の計算課員の人々と共に，止ヒの彗星の軌道の研究を

徹底的に行ひ，最近，漸く隠れを畿表した．

　この彗星は，西暦1865年十二月19日に，佛國マルセイユ天文豪の有名な

彗星捜索家テムペルTempe1が直話したものであるが，翌1866年一月5日

に，米國ケムブリヂ市のタトルH．P．　Tuttleも亦，偶然此の同じ彗星を見

つけた．テムペルとタトルとは，互ひに遠方に離れて居り，今のやうに電

信などの通知方法も無い時代であったので，只二人の熱心の報みとして，

こういふ風に，ニケ所で別々に焚見が行はれたのは，L不思議な因縁「であ

った・故に此の彗星は，正しくはしテムペル・タトル彗星「と呼ばれるべきも

のであるが，しかしテムペルの焚見の方が雫月以上も早く，融洲では飢に

1865年末までに，しテムペル彗星「の名によって可なりの観測が行はれてる

たので，星の名は，もはや，其のまNとなって五つた・

　此の彗星は1866年二月9日，填國ギ1ン天文毫のオボルツァ　Oppolzerが

槻潔したのを最後として，全く見えなくなって了つた．前後52ケ目の槻測

晶出であったが，槻測結果＝は多くAstronomische　Nachrichten第66巻から同

第68巻まで，穿1ン天一re一一Anmalen第17巻第85頁，ワシントン天文毫1866

年度観測報告第411頁，バリ天文豪Bulletinのi865年i一二月29日號等に焚

表されてみる．

　彗星は可なり旗がつた形で，星霧のやうに見えた．爽見後，早くも2週

間目の頃，此の彗星の軌道運動は逆行で，楕圓軌道を書いてみることが知

れた・從って，下記の如く種々の軌道要素が獲表されたけれど，彗星の楕

圓軌道の週期を計算して見ると，
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この中で，材料の確かさから言っても，計算の比較調査から言っても，ペ

シュルの第2番日のものと，オボルツアの第2番r【のものとが，共に，最も信

頼するに足るものであるが，しかし，それでも，オボルツアは，

　『週期は可なり不安定であって，上記のものより400　nぐらゐ週期を暦1画

して見ても，やつばり，硯測を隻ま∫解生することが出來る・600日以上

も攣へて見ると，始めて，槻測の誤差以上の狂ひが生じて負る．こうして

週期の不安定はD’年を越える有様なので，いくら構動の計算など精密にや

って見ても，次回の近日鮎通過の時の推寡位置を求むることは望みが淡い」

云々と言ってみる．

　こんなわけで，1899年の頃，此の彗星は近日鮎に離って來た筈であるけ

れど，干れも之れの推算位置など磯表しなかったし，從って，叉，誰も此

の彗星を捜さうとしなかった．

　しかし，アダムスJ．c．　Adamsの研究により，此の彗星の軌道ん　十

一一?樺?{の獅了・座流星群の軌道とが同じものらしいといふことが知れたの

で，ハ1ンドHindはすつ≧昔しの記録から，此の彗星の出現と思はれる

ものを捜し求め，途に1366年（元の順子，至正26fF）に支那で見えた彗星が

之れであると推定し，ほ9’18661彗星に似た軌道要素を算出した．ピア1

スPiei’ceも亦同様な結果を得た・（天文年鑑玉931年度第162頁参照♪fSl　ua，

1366年十月23日には夜掌過ぎにポルトガルで大流星雨が見えたEV・ふ記録

もあって，愈々興味をそNつた．バインドは更に868年の時の彗星も下れ

と同じ彗星らしV・と推測したが，之れは親雪が可なり怪しいので，確かな

ことは言へない．

　さて，1366年と1866年との間に，此の彗星が共の軌道を15回だけ公轄し

たとすると，共の李下週期は33年280となる・しかし，將來の出現の推算
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をする揚合に，こんな町回週期を用みて，彗星が一定不平の蓮動をしてみ

ると假定するのは危瞼である．ダウニングDOwningとスト1二lJ・Stoneア

爾氏は，此の流星に關する研究をして（Proc3edings，　S，　R．　Sり第64奮第403頁）

L1899年の時には，1866年の野合よりも，週期が4ケ月も延びて居る「ことを

嚢表したことがあるが，今回のクロムメリン氏等の研究によると，亦，更

に幾らか延びて居ることは本統らしい，

　クロムメリン氏は，1366年から1932年まで，長い年数にわたる諸遊星の

播動作用を計算することを企てx，大英天文協會の會員8名の援助を得，二

年ほど前から此の大研究にとりかNつた・研究の方法はMemoirS，　R。A．S．

第65巻，第1部にある方法を用みることにした．そして，李均進度Mの値は6。

毎に，絶ち日激にして202．6日侮にとり，前後17回の近日黒樋過の日附を，

最：初は先づ下聞隔にとり，それから計箪を進めた．

　かの1899年の時，グウニング，ス51二1爾氏は，彗星の軌道の研究から，

『其の年ひろく一般に待望せられてるた流星雨は，期待を裏切って少ないか

も知れない』といふ即言を獲表したけれど，此の獲表は，其の大切な流星

雨出現の日野の僅か敏日前であったため，警告は篤く耐會には徹底しなか

った．それで，實際，流星雨が大して飛ばなかったのを見た一般の人々は

大に失望し，し天一家の即言が當らない「と言って，ひどく不信用を買った

ことであった．

　こんなことがあったものだから，來る1932年度に此の彗星が又やつて断

るに際し，クロムメリン氏は，可なり早くから此の軌道を研究し始め，な

るべく早く豫想の大回を獲表しやうと決したのである．

　次の，この彗星の近畷穴賢は，計算の結果，ほf1932年十二月の初で

あって，之れから見ると，彗星槻測には可なり好條件であるし，叉地球が

」比の軌道に近づくのも，1899年の時よりも，更に1866年の時よりも，もっと

近いことになる．從って，此の前後激野僧のL十一月流星群コも，それだけ，

有望なわけである．

　尤も，1932年十一月や，1933年十一月に地球と出’會ふ流星群は，彗星よ

り少しばかりも離れてみるので，此等の流星の軌道が彗星の軌道と同じも
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のだと考へるのは決して好くなV・．1866年のときの此の彗星の四七週期は

33．年946であるから，オボルツアの軌道要素に回して，必要な修正を加へた

結果，は下の如きものとなる．

近日1・樋過

近日黒占の引数

昇度貼の黄径

軌道面の傾斜

離　心　角

平均運動角
近日毘占昆旧離（樹婁ft）
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　下に，1866年から1899年までの間の四大遊星の単動と，叉，1899年から

1932年までの同様な三関の計算結果を掲げる，何れも，1932年の年頭の春

分黒に準縁したものである．まつ，1866年から1899年まで，1回の公韓の

開に受けた四大遊星からの撮動は，

　　　　　i　S．）　ip　｛，）　M　　　　　　ノノ　　　　　　　　ノノ　　　　　　　　〃　　　　　　　　　ノ！　　　　　　　　！ノ

木星＋1126・0＋4244・7－140・2＋4167・1＋476・9
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叉，1899年から1932年まで，］回の三韓の聞の撮動は，
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　　　T　　　　1899年九月19日63　　　　　　　　　1932年十二月6日49

－i鑑書判）　｝i欝｝一）

　　　φ　　　　　　　　　6ろ0　2／18”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64053／15！ノ

　　　n　105．／／4859　106，！i3528
　　10s．cl　9．9882674　9．991040”8
　　　P　　　　　　　　33．年6366　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33．年3624

從って，それぞれ次の如き軌道要素となる・

　次に，前後18回にわたる此の星の近日点の通過の日と，李均運動角とを

掲げる．

回 近日黙通過の日
ユリウス日で 暦年月日で
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但し，斎印以後はグレゴリオ暦を使ったものである．

彗星が降交鮎にある時，彗星と太陽との距離は，病数にして，

1・9讐謡 ；＝ @　9．9922673，　　　　（1866年）

＝　9．　．990S210，　（J89，　9．　．if．）

＝　　9．9939．18e），　　　　（1932年）



462 大流星群を肇トふテムペル彗星（山本一清）

之れに癒じて，降交黒占にある時の太陽と地球の距離は，封数にして，

　　　　　　　　　　　　9．995】1　　　　　　　（1865年）

　　　　　　　　　　　　O．99503　（189，　9．　Sf．）

　　　　　　　　　　　　9．990r　Ol　（193L）ttll）

從って，此の時の，地球と降交難との距離は，

　（1866年）　　　　　　　59s）000n里　　＝　　　　　　　　　966000粁　　＝　　2460〔｝0里，

　（1899年）　　　　　　　99700U

　（ユ932年）　　　　　　　47；｝OOO

　尤も，此れが，相互軌道問の最短距離といふわけではないけれど，大艦

の様子は回れで明瞭である．211ち，次期のユ932年は1899年の時より遙かに

好都合であることが知れる．1366年目時には，地球と彗星とは二三百萬哩

（一百萬里内外）ぐらみに近づV・たらしい．故に，光も非常に明るくて，肉

ll艮にも立派に観測されたのである．

　1932年度の此の彗星軌道の降交黒占の黄維は，53。54／35である．地球は此

の顯を

　1931年には　　　十一月17日．3　　　（世界時），

　1932負三ク　　　　　　　　　　ク　　　　16．55　　　　　　　（　　ク　　），

　1933年ク　　　　　　　　　　ク　　　　16．8　　　　　　　　「　　ク　　），

に通過する．だから，此の日を中心として，流星観測者は注意を怠らない

で居て貰ひたい．昨1930年十一月には，米國や西インド諸島あたりで，可

なり旨しい流星雨が見えた由であるが，其の最も盛んであったのは，十一

月17日早朝であって，およそ17日．2乃至17日。3であった．之れは，上述のク

ロムメリン氏の計算とよく一致するものである．

　1899年の時にも，此の蓑星は十月末頃に近日難を通過したため，地球に

も丁琿位ぐらゐまで接近したのであったのに，誰も眞面目に之れを捜さう

としなかったのは残念であった．（J．B。B．A．．　xLI，　PP．333一及び422一による．）


